
軽量骨

(そ

抗火

Iまえがき

抗火石(コウカセキコウガセキ)というのは天城

山新島式根島神津島に産し気泡に富んでいる

ガラス質の流紋岩すなわち軽石(pumice)の一種

で鋸や手斧で裁断できる程度の硬さを有し普通レ

ンガ大あるいは小形の板石(10×20×3cm)大以

上に成形加工できるものをいう.

抗火石の採掘は古くから行たわれており新島では明

治時代にすでに自家用として切り出して利用していた.

抗火石が工業用に活用され組織的に採掘されはじめた

のほ大正13(1924)年ごろといわれ新島では抗火石

工業株式会社によって稼行され肥料製造用の窯に使用

されたという.昭和の初めごろは台湾支那(中国

本土)満洲(中国東北)方面にも出荷されている.

第二次大戦後(1945～)は一時は採掘および出荷

が中止されたか新島天城山の抗火石は建築材料と

しての用途カミ急激に増加しこれにともなって採掘

方法や加工方法が機械化し能率的となってきた.

現在新島では新島村営東洋石材KK抗火石工

業KK.天城山では化学石材加工有限会杜が採掘

出荷を行なっている.なお式根島神津島では現在

は採掘を行なっていないようである.

n抗火眉の性質

抗火石の性質をその岩石学的特長物理的性質化

の

材資源

㌩

石

弼野蔵雄

学的性質などについて簡単ぽ記述する､

a)岩石学的特長

抗火石は外観灰白色を呈し書わめて多孔質で流

理組織(肋ida1tex鮒儀熔融状態の岩石が流動し

ながら固結したときその流れの方肉を示す岩石内に屍

られる模様のこと)が著しい(写真い2),

また新島産の抗火石には石英粒が天城山産のもの

には玄武岩質の捕獲岩カミ目立つのが特長である.

顕微鏡的柱特長としては新島抗火石には多量の気孔

に富むガラス質石基中に少量の黒雲母(0.3～O.8mm

大)斜長石(0.8～1.7mm大)石英(0.7～1.0mm

大)の斑晶鉱物が見られ天城山の琉大石には同様な

多孔質ガラス石基中に少量の斜長石(土0.5mm大)

角閃石(0.25～0.7mm大)紫蘇輝石(O.15m㎜大)

磁鉄鉱カミ斑晶として認められることである.

抗火石内の気孔としては大きなものは数10cm大

のものもまれに存在するが普通には(写真2)に見ら

れる程度のものでも大きな気孔に属しこのようなと

ころは抗火石の製品を切り出すには不適当である.製

品とたった抗火石に見られる気孔は5mm大のもの

1.0～2.0mm大のもの小さいものでO.1mm大のもの

である.抗火石の岩石学的な名称としてはいろいろ

といわれているがC)化学的性質の項の化学成分お

よび｢ノルム｣値からして天城山の抗火石新島の抗

火石ともソｰダ流紋岩という名かふさわしいようであ

写真1抗火肩の流理組織を示す気泡

(天城抗火石)スケｰル全長10Cm

写真2採掘中の抗火石の大塊流理組

織カミ明りょうに見られる(天城I山)�
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写真3

抗火石の

採掘現鑑

(天城1Ll)

る.

b)物理的性質

抗火石の物理的性質のうち真比重見かけ比重気

孔率吸水率についてすでに出版されている文献より

集めた数値をあげると下表のとおりである.ただし

これらの数値は採取位置や測定したときの抗火石の

粒度によって同一産地のものでも異なる値を示すので

この点は考慮してほしい.

第1表各地産抗火石の見かけ比重

'二度王二二丁'見掛け昆重一]

天城山O.654

新島向山(A)O.8

新島向1｣｣(B)1.2

新島宮塚山1.51

神津島1.O～1.5一

_.___｣

第2表新島産抗火石の粒度と比重空隙率吸水率の関係

二主三土塁蹄引

:l1王1｢∵∴11

㈮�

:1:lll:.｣ll∵1:

･｡･一･｡1･≡一｡1･･.1

一一■_一

20～2,･1!夏ヨ榊鰯.･鳩｡§

ノ2,40

5～O｡王…婁,(;婁蓬.釜

この抗火郷婁硬質に属するも當岬軟質のも剛蛙ら1こ鰍㌔と､榊泌る

｡)化単的性質

抗火石の化学的性質としては耐酸性耐風化性校と

が用途の面からみて重要な性質であるがζこでは

抗火石の岩石的な性質を示すものとして化学成分をあ

げることのみにする.

分析表中の(I)(I)は筆者が最近に採取し地

質調査所で分析したものであり(皿)(w)は｢日本

産火山岩の化学成分｣(地質調査所発行)より引用したも

のである.天城産のものと新島産のものではSiO･

Fe203+FeOCa0について差が見られるがそれぞれに

ついての2つの分析値はきわめてよく一致している.

�第3表�抗�火�石
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(I)天城杭火肩(板)分析者地質調査所前田

(]I)天城抗火石(紛)分析者地質調査所前田

(皿)新島向山抗火石分析者Tamka

(w)新島本村抗火石分析者一

皿抗火;百の分布と産状

抗火石の名で呼ばれている軽石質の石材は伊豆七島

の新島式根高神津島および伊豆半島の天城山

のものに限られている.火山噴出物としては十和田

火山の熔縞凝灰岩や九州の阿蘇山の噴出物などが広

い地域に分布しているが航大石のよう匁良質な肩材は

切り出されてい扱い｡航大有のような石材の産地は

上記の4地隊に限られ蛮たこれらの地区から産出する

ものを抗火看と呼ぶ習偶となっている.これら達地

区の地理的関係は篤夏図に示す&おりて富士火山帯

に包含されている｡以下各産地についてその産状

を簡単に述べてみることぽする.

a)天城山⑳航火項⑳鐘状

静岡県田方郡申伊豆町筏場にある天城火{火口壁の

北側の通称｢カゴ平｣と呼ばれている付近を中心と

して寄生火山の活動によって噴出した熔岩流が北方に

向い山腹に沿って長さ砥㎜幅1kmの範囲に流れ�
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第1図伊豆七島と天城山の流紋岩類

(抗火石を含む)の分布図

出した.この熔岩流はその厚さ平均20mといわれ

熔岩流の末端部では高さ60mの急な崖を形成している.

この熔岩流の下側によった部分は黒曜石であり熔岩

流の表層部は小塊状の軽石の積み重なった岩津状をな

している.抗火石として採掘に値する部分はこの両

者の中間に当る部分である.現在筏場所閏の南約

2km付近に数個所の採掘場と旧採掘場跡カミ散在してい

るカ主この地点が最も搬出の便利な地点である.天城

山の抗火石は外見上新島の抗火石に比べると石英の斑

晶を含まず時々玄武岩質岩石の捕獲岩(数Cm大)を

包有していることが特長である.大塊としては1m

大のものも切り出せるが数10cm大のものカミ多く切

り出される良質な抗火石を採掘し得る範囲はあ漢り厚

くない.

b)新島の抗火;百の崖状

新島(東京都大島支庁新島村)は南北約ω撒

東西最も幅の広いところで2.5kmの細長い島で一

部を除いて全島ほとんど各種の流紋岩質の熔=号およ

び火山砂から構成されている.島の中央部の低地帯に

よって南北2つの高地に分けられるが抗火石として

切り出して利用し得る良質ね多孔質の流紋岩は向山熔

岩と呼ばれる熔岩に限られ(昭和32～35年こる新島

本村のお寺の後ろで瀬戸山熔岩に属する硬質抵抗火看

が採掘されたことがある.)島の南部向山地区(海抜

200～250m)に分布している.向山熔岩は厚さ2⑪0㎜

内外南北2km東西2kmに広がってV･る新島で最

も新しく噴出した熔岩流である.

向山熔岩は向山地区の高所にいたるところに露出し

その表面は大小岩塊の集合俸と狂っておりかつ風化

しているが内部はやや亀裂には富むが新鮮な熔岩

流となっている.岩質は灰白色で均質石英粒が目

につくほかは捕獲岩放とはない.

向山熔岩は上記のような広がりや見かけの性質を有

するが抗火石としてはすべての部分が最良質という

わけでは柱く加工の難易により硬質(良質とはいえ

ず好んで採掘加工されることはない)軟質(このほ

うカミ良質とされており見かけ比重も軽い)に分け

られている.向山熔岩の分布地帯中現在稼行されて

いる地区過去に大きく稼行された地区の範囲を第2図

に示した.

c)式根島

式根島(東京都夫島支庁式根島)は新島のすぐ西南

に位置する南北2km東西3kmの小島で全島

流紋岩質熔岩および集塊岩から構成されている.抗

火石としては良質なものは少なく一部に硬質程度のも

のがあり戦後断続的に切り出され島内の小規模恋

需要をまかなってきていたようである.

a)神津島

神津島(東京都大島支庁)にも抗火石の産出が知られ

ているカミ新島で硬質と呼んでいるものよりも硬いも

のしか発見されていないようである.

w抗火石の採掘･加工･搬出

抗火石の採掘方法･加工方法などは新島天城山

とも類似しているので以下新島での例を詳細に述べ

天城山については孝静足的ぽ述べることにする昔

ザ

鶏婁畷

新鶴蘭準繍

銃火影事)分

無地裁鰯�
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KW古い排石

Aトラック道O表土

B採石場K抗火石

C新採石揚

第3図新島抗火石採掘場模式図

a)採掘方法

新島の向山地区には大木は少なく一般に表土の上

に灌木や雑草が密生しているにすぎ恋い.開発の最

初の段階(明治の手掴時代)では向山の頂部でやや

小高いところに向って水平に露天掘で切りこんで採掘

を行なったに違い削･.やがて採掘カ三進むにつれて

表土が厚くなったりあるいは嚇捨場に困ったりして

その採掘場を放棄し付近に新しく同じような露天採掘

場を設けた.こういうことカミ線り返されてきた結果向

山地区のかなり広い範囲カミ音の採掘場跡と昔の採掘研

とにおおわれてしまっている.したカミって現在の採掘

場は昔の採掘場跡を1段も2段も下ったところを

水平に掘り進んでいることに在る.

第3図に新島の抗火石採掘場の様子を模式的に図示

した.まず抗火石の搬出用道路(A)が設けられる

そしてこれから水平に直角方向に採掘しなカミら掘りこ

んてゆく.採掘場カ主かなり大きくなった状況が(B)

である.(B)内に敷かれているトロッコ線の末端部で

は手掘りによる採掘が行なわれている.ここが切羽面

となるが(写真4)ここで採掘された抗火石は等ト

lllll11努篶螢11苛鋒

篇㌫.以上淋きくみた場合の新島における

天城山で行なわれている採掘方法も類似しているた

だ水平的に掘り進み石の質が悪くなった場合に中止し

他の場所に移るが決して上下2段に掘ることはないよ

うである.おそらく良質部の厚さに限りがあるためで

あろう.

b)採掘･加工

トロッコ線末端部の切羽面は幅10m前後ありここ

で抗火石は切り出されトロッコで出口近くまで運ばれ

石切鋸で成形加工される.このような一連の作業は

2人(まれに3人)の作業員の請負いで行なわれている.

これが1採掘加工単位となっており1つの｢丁場｣と

呼ばれている.現在向山地区の新島村営の採石場の

みで24丁場カミ活動しているカミこれは採掘切羽面が

24あり石切鋸カ三24ありその動力源カミ24あり50人余

の人カミ働いていることを意味する.

各丁場では抗火石を切り出すのにツルノ･シを用い

る手掘りによっているがまれにカｰリットを使用す

ることがある.カｰリットの使用量は月18,000才(1

才は約35㎏)採掘に対して約45kgといわれる.

切り出された抗火石塊(径50～80cm大)

は30～50m離れたところに設けられた成

形場にトロッコで運ばれる.成形場で

はタンガロイの歯を付けた丸鋸で成形

される(写真5)､石切り丸鋸の消耗

は原石の硬さによって異なるが1丁場

三カ月2～3枚といわれる.また動

力は8～10眼のジｰゼノレ発動機である.

現在は昔の餅の下を掘っているため排

土などの作業カミ多い.したがって各丁

場において採石･排土する抗火石の総

量のうち成形に回されるのは10%位

さらに製品となるのは5%位ではない

かと推定される｡このように排石カミ多

いので丁場付近は屑石の山と放ってい

る(写真6).

写真4

抗火石の採掘ツルハシのみで掘り出す中央の石塊は加

工できる大きさ左方の石塊は加工するに小さい排石(新島にて)�
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天城山では数個所の採掘場(写真7)で採掘された

抗火石は小型三輸車で裁断加工場に集められ切断

加工される(写真8).製品は天城山の場合は露天

でじゅうぶん乾燥される(写真9).

c)加工品の種類･搬出

丸鋸で成形された抗火石の製品はその場で作業員

から経営者に納入されまたその場で利用者に販売

される.製品には規格石板石小型石その他

祖との区別カミありそれぞれ次のような寸法である.

第4表新島抗火石の規格

厚さ幅長さ

規格肩(標準)

(変化品)

板石

小型石

角材

6寸1尺1.5尺.

4～6寸1尺1.5～3尺

8分5寸1尺1

4～10寸5～10寸1尺

規格石よリ大きいもの

写真5抗火石切蕨錦手前からみて時計と反対方向に回転する

右後方は規格石人の頭の右上に板石が7～8枚見られる(新島にて)

写真6航天衣の切断力貝ヱや動力はジ舳婚ル鶏動機

人の後方悠繍メ)であ鳶刎ま規檎膚等繭1ま鱗の削鰯(新鳥熔ρ

写真謬大塊がと杓泳く扱岱て醸企慈批党擬欄揚(爽蛾芋こて)

写真7銃火孫の録掘揚事前の崖宥添切断撫工の際の

鰯積ゆ沁宿後方のかげ秘灘丁擦(新鳥1ζて)

'醗

漸増

響灘婁競火孫約捌鎌柳工艦動序列凌醸力(天城にて)�
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最近の生産比率は規格石･板石カミ全生産の95%以

上を占めている串

規格石はほとんど島内で消費されるので丁場から

三輸車で直接消費現場漢で運ばれる､

板石は五0枚ごとぽ縄でくくられ(写真エO1五亙)同

じく三輪車で黒板港(駄徽派運ばれ内地(おもに東

京都内一部は近県大阪凄れは九州方面)陶げば送

られる｡黒板港の桟橋は小さいので現在は最大80ト

ン位の船しか接焦で書ない､親任は航火肩の積み出し

には遂◎～60トン積み位の船で行なわれているが員下

建設中の新様橘(昭和逸O年完成の予定)がで書上がると

600トン位の船が接捧できるとのことで勅る,

天城山では航火看の製品として板宥(互2枚ごとに

縄でくくられる)を多く作っておりこのほかほぽ同

量のレンガ(赤レンガ大)を生産しているが規格石の

ようなものは作っていない.原石の一部は牧の郷(静

岡県田方郡修善寺町)にある加工工場に運んで(トラ

ック約28km)特種な形の板に切断しまたクラ

ッシャｰで粉砕し建築用骨材(30～50mm大)を生産

している｡

V生麓鑑1棚檎

抗火石の採掘量を表わす単位は組の春材と同じく

才を用いる由抗火石至才すなわち夏立方尺グ)璽量

は石質の撰1軟ぽよって差があるが3駄墜として取り

扱われている｡

熟)銃火漏⑳壷農鐙

新島の銃火府は規格看板石小型石を主として

産出してきたか生産量はすべて才単位で集計されてい

る.現在新島では村営のほか民営2社が採掘事業

に従事している.これら3者の昭和37年度の生産量

狂らびに従業員数は下表のとおりである.

第…表新島抗火石の業芦別生率挙(昭和37年度)

業者生産量従業員

坑大石工業KK56,075才約30人

東洋石材KK25,951〃22人

新島村営155,796〃約60人

合計237,822〃約110人

泣237,822才は約8,330トンである

また新島村営の抗火石の生産品の製品別生産量の年

度別変化を昭和33～37年度について示すと第6表の

とおりとなる.この表でみると最近はほとんど規格

石と板石しか生産していないことカミわかる.

第6表新島村営抗火石製品別生産量(昭和33～37年度)

箆牟纂舳･､洲一綿{･い一晩紳･1舳･･);

写真10櫛断加工された抗火石の乾燥場

前方は板石後方はレンガ型(天城山にて)

荘確な数字を

写真11乾燥した抗火石板石の荷造り作業天城では

12枚1組新島では10枚1組となっている

(天城山にて)�
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得ていないので別の機会にゆずりたい.

b)価格

製品の価格は新島村営の場合山元現場渡しで

板石11円/校

規格石200円/才

角材240円/才

である.

V[用途

抗火石の用途はその特性である軽量性耐火性

断熱性耐酸性を有効に利用できる面に向けられるこ

とが望ましい.実際に利用されている用途のうち主要

祖ものをあげると次のようなものがある.

①抗火石ブロック建築用石材

新島々内の住宅倉庫塀などの建築用に新島産の規格

石が多量に用いられている(写真12)従来の建築である

と家の外壁などに抗火万の積み目が見えるが新しい建

築では上からセメント･モルタルを吹き付け仕上げが

一部に行なわれている

②外装用タイル

利用量としてほ少ないがある種の建築物の外装として

抗火肩のタイルを張り付けて使用している東京では

新宿歌舞伎町の新宿映画劇場正面上方壁に見らかる

③火力発電所その他大工場の煙突の煙道内張り

抗火石の耐熱性耐酸性を利用した用途である

④塵挨焼却炉材

⑤耐火モルタルの細骨材

抗火眉の粉を用いる

⑥観費用庭石

天城山で産する形のよい肩は｢水孔石｣の名で観賞用

に出荷されている

佃結び

抗火石の名で呼ばれている伊豆七島新島天城山の

軽石熔岩類についてその性質産状生産量用途の

概略を述べたが最後にその埋蔵量将来性について

触れることにする.

抗火石の埋蔵量はさきに分布産状の項で述べたこ

とから推定できるようにきわめて大きなものである.

現在のような採掘の速度をもってしては100年以

上の寿命を推定することは容易である.むしろ現在

の時点においては埋蔵量の問題はないといってよい.

将来性につv･ては多少問題カミある.それは最近

加工の容易さ軽量性を特長とする気泡コンクリｰト

シボレックスの国内での開発カミ抗火石の強敵として現

われてきたことである.しかし耐火性の点では抗火石

のほうがすぐれているので耐火性を利用する面では

今後も利用されてゆこう.新島村の関係者は抗火石

の需要は当分横ばいを続けてゆくものと推測している.

本項執筆にあたって参考にさせていただいた文献は地質

調査所:1953日本鉱産話W津屋:1938震研彙報

第16号第1冊沢村:19555万分の1地質図修善寺

平賀･篠沢1軽量コンクリｰトの施行であるまた現地

においては新島村の関係者化学石材加工会社にお世話に

なり式根島役場からは資料をいただいた謝意を表する

(筆者は鉱床部)

努劇2

航人残ブ職ツタを

泌期し淀繊儀

漸島漆村剛鐙半数

…ま講蓄養蓬餌)どこあ吉`こ

狐1欠石数1愛鯛して

いる(新.膨にて)�


